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 いちょうの葉が色づいてきて、秋の深まりを感じます。１日の気温差が大きく乾燥してきて、かぜやア

レルギー症状の出ているお子さんが増えています。また、マイコプラズマ肺炎が全国的に流行し、北区で

も罹患者数が増加傾向にあります。予防の基本は、手洗い・うがいと、抵抗力を高める生活（睡眠・栄養・

休養・適度な運動）を送ることです。また、咳エチケットで、咳が出るときには、マスクの着用も大切で

す。これから本格的に冬に向かう季節の前に、感染症に対する予防習慣を身に付けていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１１月保健目標＜姿勢を正しくしましょう＞ 

 正しい姿勢を身に付けることの１番の目的は、集中力を付け、学習や活動に向かう「気持ち・心

構え」をつくることにある、と言われています。体幹を鍛えたり、視力の悪化を防いだり、猫背や

首の骨の歪みを減らしたりする効果もあります。学校では水曜日に「姿勢ストレッチ」を行った

り、日頃からよい姿勢を身に付けることができるような声かけをしたりしています。自分で発言し

たり、人の話を聞いたり、コミュニケーションをとる場面でも、きれいな姿勢が自然にできると、

自分も相手も気持ちが良いものです。 

ほけんだより１１月

号 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
に 

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 


